
　　　　　　　・研究責任者：

　　近年、敗血症などICUへの入室を必要とする患者の死亡率は減少傾向であるが、血液悪性疾患の死亡率

　は40-50%と未だ高い。現在、各国において血液悪性疾患を有する患者のICU死亡率の調査や死亡を予測す

　る因子の検証が行われているが、日本においてはその報告が少なく、症例集積が十分とは言いがたい。

　そのため血液悪性疾患を有する患者のICU死亡率を調査し、死亡を予測する因子を検証する。

　情報：識別コード、年齢、性別、病名、患者背景、生理学検査、血液検査、画像検査、病理学検査、

　感染症検査

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ 2016011912

　集中治療室に入室した血液悪性疾患の予後調査

　2005年1月1日〜2015年12月31日

　血液悪性疾患で集中治療室（ICU）に入室され、化学療法を受けられた方

１．研究課題名

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

　　　　　　　　電話：0479-63-8111 ㈹

　　　　　　　・臨床研究支援センター

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

７．お問い合わせ先

（連絡先）　地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院

　2016年1月20日～2021年12月31日

救急救命科　高橋 功

　　本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

　　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書

　及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

　　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

　ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも

　患者さんに不利益が生じることはありません。


